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ＰＳ3２ ウミウシアクチンの多様性
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海綿やウミウシ、藻類などのサンゴ礁生物からは、いくつものアクチンを標的とする

二次代謝物質が報告されてきた｡中でもLatmnculinAdaLA）は細胞毒l生を示すとともに、
０アクチンのＡｍＰサイトに結合して重合を阻害することが知られている。また、Lat-A

は数種類の海綿に含まれる成分で、この海綿を餌とするDolid類のウミウシが食物連鎖
を通してＬａﾄＡを体内に蓄積し、防御に役立てていると言われている。しかしながら、

なぜウミウシがこのような毒物質を蓄えて生きていけるのかは明らかにされていない。
アクチンは細胞骨格を形成する保守的なタンパク質として知られているが、これらのウ

ミウシではアクチンの構造が少し異なると予想されたことから、アクチン遺伝子の解析
をすることとした。

本研究ではＬａＬＡを含有するOiml"αjqrfFfm7mcuB,Ｃﾉbch4C'、9７１ｳ?、とLat-Aを含有し
ない同属のＣｗｊＬｋｍｊｐ皿CAzmjejのアクチン遺伝子の解析を行い、その違いを検討し

た｡また､既に報告されているウサギＧアクチンとLat-A複合体のＸ線結晶角蜥図⑭DB：

1esv）上でアミノ酸配列をｔＵ較したところ、Ｑ、臼7j/『、では、AIgl83がＨｓに置き換わ
っており、イミダゾーノレ環がLaLAの結合を妨げていることが予想された。また、Ｌ韮Ａ

を含有する３種類に共通なアミノ酸残基の変異が６つあり、これらがLatPA結合部分の
conimnationを変化させているのではないかと推測された。さらに、これらのウミウシ

のl6S-IDNAを解t斤したところ、ＬａＬＡを含有する３種類がアクチンと16sのどちらに

おいても極めて近縁であることが判明した。このことは、ＬａﾄＡを含有する３種類が進
化上最近分離したことを示唆している。

以上のように､。"１，"ね‘わ'ms属ウミウシのアクチンの多様性に関する研究を報告する。


